
















































になったのは1950年代とされ，その先駆者の一人として Feifel が挙げられる。Feifel は高齢者や精
神疾患患者を対象に，死の不安について検討し，高齢者が若年層と比べて死の不安や恐怖が高くな
いことや（Feifel & Branscomb, 1973），死の不安や恐怖の程度に精神疾患患者と健常者との間に差







この他にも複数の定義が存在する。関連する基本的な要因として性格（例えば Cox, Borger, 
Asmundson & Taylor, 2000）や性別や宗教（例えば Pierce, Cohen, Chambers & Meade, 2007），家
族との死別（例えば Ens & Bond, 2005），病気（例えば Gonen et al., 2012）などが挙げられる。特に，
死の不安と年齢との関連性についての知見は数多く積み重ねられており，年齢による有意差が見ら
れないことや，高齢者よりも若者や中年期の人々の方が不安が高まる（Drolet, 1990; Gesser, Wong 




られる（Neimeyer, Wittkowski & Richard, 2004）。そして，これらの死の不安や恐怖といった，死
のネガティブな側面を測定する尺度として最も用いられることが多いのが，Templer（1970）の開



















































平井他（2000） 死生観尺度 死後の世界観，死への恐怖・不安，解放としての死，死からの回避 , 人生における目的意識，死への関心，寿命観
石坂（2009） 死の意味づけ尺度 死の有意義さ，死の忌避，死による苦難からの解放，死の無拘泥，死後の永続性による受容
田中・齊藤（2016）「Table1 青年期以降を対象とする国内の死生観尺度」を参考に作成

















て最も影響力を残し続ける要素のひとつとされる（Zimbardo, Sword & Sword, 2012）。
　時間的展望は認知的側面と情緒的側面から構成され（都築，1982），これまでの先行研究において
は個人のパーソナリティ特性（例えば Zimbardo & Boyd, 1999）や健康行動（例えば Adams, 2009; 
Strathman, Gleicher, Boninger & Edwards, 1994），学 業（例 え ば Leondari, 2007; Barber, Munz, 
Bagsby, & Grawitch, 2009）など様々な変数との関連が検討されている。また，特定の文化（例えば
Shannon, 1975; Boniwell, 2010），社会階層や職業（例えば Nurmi, 1987; Peetsma 2000），精神疾患患
























また，ZTPI の開発者である Zimbardo は「状況の範囲を超えた場合に適応できないような，特定の
時間的展望に偏るのではなく，課題の特徴，状況の考慮事項，および個人のリソースに応じて時間
的展望を効果的に切り替える精神的能力（Zimbardo & Boyd, 1999）」をバランスのとれた時間的展
望（Balanced Time Perspective; 以下 BTP と表記）と呼び，時間的展望の持ち方を BTP に近づける
ことでメンタルヘルスの向上が見込めることを提唱している。実際に，適応的な時間的展望を形成
している者は精神的健康度が高いことや（日潟・齋藤，2007），BTP と well-being や生活満足度といっ
た精神的健康に関わる様々な変数間にポジティブな関連が見られることも報告されている






























































































　高齢の人々に関する知見としては，Timmer, Westerhof & Dittmann-Kohli（2005）がある。この




































































































































（Carstensen, Issacowitz & Charles, 1999）。
　これまでの研究では，年齢の上昇に伴って時間的な指向性が将来から現在にシフトし（Nurmi, 
Pulliainen, & Salmela-Aro, 1992），特に高齢者の時間的展望は現在に重点が置かれていることが指



















間関係を重視することで自身の感情調整を行っているという（Carstensen, Issacowitz & Charles, 
1999; Carstensen, Fung & Charles, 2003; Carstensen, Mikels & Mather, 2006；池内・長田，2013）。
さらに，人生の残された時間の知覚は年齢と反比例の関係にあり，そのため社会的目標の選択には
年齢差が生じるが，時間が有限であるという介入を与え時間的展望が実験的に操作されることで年
齢差はなくなることも示唆されている（Fang, Carstensen & Lutz, 1999）。また，SST の文脈の中
では，加齢に伴って否定的な情報よりも肯定的な情報に注意が向きやすい傾向があることも指摘さ
れており（Mather ＆ Carstensen, 2005），若年層と比較した際に高齢者はポジティブなイメージや
記憶を多く，ネガティブなイメージや記憶を少なく想起しやすいことも明らかにされている
（Charles, Mather, ＆ Carstensen, 2003）。























Hershfield, Mikels, Sullivan & Carstensen（2008）は，時間が限られているという知覚は，人生への
感謝というようなポジティブ感情と同時に結末に対するネガティブな感情も含む複雑な感情を引き

























































ク要因となることが指摘されており（Iverach, Menzies ＆ Menzies, 2014; Martz, 2004; Thorson ＆
Powell, 2000），相対的に見れば死を受容しているような状態は適応的であると言えるだろう。肯定
的な時間的態度も well-being や生活満足度といった精神的健康に関わる様々な変数間にポジティブ













（Thorson ＆ Powell, 2000）や心的外傷後ストレス障害（Martz, 2004）といった，多くの精神疾患発症
の予測因子であることが指摘されている（Iverach, Menzies ＆ Menzies, 2014）一方で，QOL（Quality 










摘されている（Zimbardo, Keough, & Boyd, 1997; Keough, Zimbardo, & Boyd, 1999）。物語完成法























































ishii, 2018; Martz & Livneh, 2003; 高瀬・平井，1999）。SST においても，自身の死の予期が有限性の
知覚に繋がることで，現在の時間的展望の様相を変化させているという主張がされていることから，
死のとらえ方を先行するものとして時間的展望への影響を想定した理論と言える。一方で，因果関
係を想定しない分析手法を用いているものが多くを占めており（例えば Dickstein & Blatt, 1966；
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 The purpose of this is to review previous research trends on the relationship between views 
on the death and time perspectives, and to summarize the findings on the relationship between 
them. As a result of reviewing the previous studies, the main findings were: (1) The more positive 
one's view of death is, the more positive one's  attitude toward time tends to be; (2) When death 
anxiety is high, there is a tendency to reduce future time orientation and to focus on the present 
rather than the future; (3) thinking about views on the death have positive effects on attitudes 
toward time; and (4) There is a close relationship between the perception of the limited time and 
the time perspective, and the time perspective functions as a coping mechanism against the 
death anxiety. Furthermore, to summarize the position of these four findings, (1) and (2) can be 
said to be findings related to the aspect of the relationship between views on the death and time 
perspectives. In addition, findings (3) and (4) are related to the function of how each factor 
influences the other.
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